
 

日本生理人類学会 

第４回研究奨励発表会プログラム 

 

日 時 2010 年 2 月 13 日（土） 

    13:00～17:30（受付 12：20～） 

場 所 福岡市南区塩原 4-9-1 

九州大学芸術工学部 5 号館 1 階 511 教室 

参加費 1000 円（当日受付可） 

 

◎：発表者 ○：指導教員 

セッション 1 13:00～14:00 

座長 福田裕美（福岡女子大学） 

1. 生活習慣及び心理特性と起床時コルチゾール反応の関連性 

◎佐藤裕俊，松木詩織，加藤久美子，○綿貫茂喜 

九州大学 

2. 唾液中アミラーゼ活性とコルチゾールを用いた全身の温熱的

快的感評価の試み 

◎夜久あゆみ 1)，福山理絵 1), 清水紡 1), ○深沢太香子 1),  

栃原裕 2) 

1)福岡女子大学 2)九州大学 

3. 赤色バイザーキャップの着用は夜間照明下のメラトニン分泌

抑制をどのくらい軽減できるか 

◎福田知美，金城陽平，小崎智照，○樋口重和 

九州大学 

4. 複合光に含まれる青色の光刺激の放射照度が瞳孔反応に及ぼ

す影響～内因性光感受性網膜神経節細胞の働きに着目して～

◎吉田 圭佑，○安河内朗 

九州大学 

5. コンピュータ画面の明度条件がアクセシビリティと疲労感に

及ぼす影響 

◎片山徹也，○庄山茂子 

長崎県立大学 

 

セッション 2 14:10～15:10 

座長 安陪大治郎 （九州産業大学） 

6. 生理指標による快・不快情動の推定 

◎李相逸，神谷倫子，姉川和之，キムヨンキュ，○綿貫茂喜

九州大学 

7. 低酸素環境への適応を利用したメタボリックシンドロームの

改善方法 

◎西脇雅人 1, 2)，川上諒子 3)，黒部一道 2)，黄忠 2)， 

小澤源太郎 2)，○福岡義之 1)，○荻田太 4) 

1)熊本県立大学， 2)鹿屋体育大学大学院， 3)国立健康･栄養

研究所， 4)鹿屋体育大学 

8. 防護服着用時の鼓膜温と直腸温の時間的変動 

◎中尾浩平，○栃原裕，李珠英，孫秀英 

九州大学 

9. 冬季フィンランドにおける乳幼児用衣服の熱抵抗とその環境

適応 

◎渡邊慶子 1)，○深沢太香子 1)，栃原裕 2) 

1)福岡女子大学 2)九州大学 

10. 日本人男女における大腿前面の筋硬度と関連要因 

◎黒岩光香 1)， 村木里志 1)，福元清剛 1)，能登裕子 1),  

井上雅洋２)，椿井正義 3)，福田修 3) 

1)九州大学 2)佐賀大学 3)独立行政法人産業技術総合研究所

セッション３ 15:20～16:20 

座長 小崎智照（九州大学） 

11. 立ち作業用オフィスデスクの生理心理的評価 

◎唐甜，小崎智照，○安河内朗 

九州大学 

12. 腹部・大腿における快適圧が覚醒度および知的生産性作業に

及ぼす影響 

◎藤井亜由美，西島美加，○深沢太香子 

福岡女子大学 

13. 美的刺激が脳活動に与える影響 

◎大村亮介，鬼丸明大，キムヨンキュ，○綿貫茂喜 

九州大学 

14. 異なる時代の文化的刺激が脳活動に与える影響 

◎鬼丸明大，大村亮介，○キムヨンキュ, 綿貫茂喜 

九州大学 

15. 他者行動の観察とミラーニューロン：脳波の Mu 波抑制の研究

から 

◎末吉可奈，山下真寛，○樋口重和 

九州大学 

 

特別企画 16:30～17:00  

座長 草野洋介（長崎ウエスレヤン大学） 

テーマ：「大学院での研究」 

話題提供 津村有紀（純真短期大学） 

高橋隆宜（大阪市立大学） 

 

実験施設の見学 17:05～17:35 

環境適応研究実験施設、居住空間実験住宅など 

 

懇親会  17:45 ～20:00 

会費 一般 3000 円, 学生 1000 円（当日受付可） 

場所 1 号館１階 人間工学演習室内 

 

発表方法 

1) 発表 8分，質疑応答 4 分（合計 12 分）です。 

（7 分で１鈴、8分で 2鈴が鳴ります） 

2) 発表はパワーポイントです（2007 対応）。 

3) 各セッションが始まる前までに、発表用 PC にファイルを移して

ください。「発表番号+発表者名」のファイルをご用意ください。 

 

事務局 

九州大学大学院芸術工学研究院 

樋口重和 

Tel : 092‐553‐4523 

E‐mail: higu‐s@design.kyushu‐u.ac.jp 

 



◎会場までの交通機関 

 

 

 

 

 

 

 

◎キャンパスマップ

 
西鉄大橋駅

発表会場
5号館1F

懇親会会場
1号館1F

環境適応研究
実験施設

居住空間
実験住宅


